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◎ 学校再開に向けて ～力を合わせて～
新型コロナウイルス感染拡大防止のために４月 13

日から臨時休業となり，１ヶ月が過ぎました。子供た
ちがいない学校は寂しい限りでしたが， 13 日から分
散登校が始まり，子供たちの声が学校に戻ってきまし
た。本当に嬉しい限りです。保護者の皆様には，臨時
休業の長期化に際しましてご理解・ご協力をいただき
まして本当にありがとうございます。
今後，２回目の分散登校を 19 日から，３回目の分

散登校を 26 日から行う予定です。国や県・市の状況
を注視しなが職員一同，一日も早い学校再開を望み，
学校中に子供たちの笑い声が溢れる生活を思い浮か
べながら，来たるべき日に向けて感染症対策を講じ準 【職員による消毒作業】
備を進めているところです。
保護者の皆様には引き続きご理解とご協力をお願いいたします。

◎ 分散登校を実施！
去る 13 日（水）から，分散登校を行いました。しばらくぶりの学校に子供たちは，

友達と楽しそうに話したり，先生にお話をしたりしていました。１年生はクラスを３つ
のグループに分けて，トイレの指導，手指消毒の指導等も丁寧に行いました。２～６年
生は２つのグループに分け，課題の提出と学習定着確認と直しなどを行いました。どの
学級も真剣に取り組んでいました。
予定ではこれから何度か分散登校を実施していきます。改善すべきところは改めなが

ら感染拡大防止対策を講じて学校再開に向けて取り組んでいきたいと思います。

【１年生の登校の様子】 【教室の様子①】 【手指消毒の様子】

【教室の様子②】 【教室の様子③】 【課題の提出の様子】
※ 分散登校や学校の様子につきましては，学校HPをご覧下さい。
※ 今後，感染状況によっては，新たな対応策が国や県・市等から示されたりするこ
とも考えられます。その場合は，これまで同様，連絡メールや学校HPでお知らせい
たします。



◎ マスクをいただきました！
～鉾田着物リフォームクラブより～

鉾田着物リフォームクラブの皆様のご協力をいただ
き，鉾田市から，４月には１年生全員に，今回は，２年
生から６年生全員に手作り布製マスクをいただきまし
た。マスクが不足しているこの時期に本当に感謝です。
この場をお借りしまして御礼申し上げます。
いただいたマスクにつきましては，５月 19 日からの

分散登校の時に配付いたしますので，ご活用いただけれ
ば幸いです。 【寄贈されたマスク】

◎ 学校行事等について
学校臨時休業の長期化を受けて，様々な課題や懸

案事項が生じてきました。今後，学校での教育活動
が再開されましても，本校ではまず，最大限の感染
拡大防止に努めた上で，子供たちが新しい学年やク
ラスに慣れ，人間関係を構築して落ち着いた学校生
活を取り戻すことを第一に考えてまいります。
学校行事（授業参観・遠足・修学旅行・運動会・

校外学習等）に関しましては，４・５月に予定され
ていたものは，２学期以降に移動しました。今後，
状況を見ながら検討をしていきたいと思います。
また，鉾田市教育会の行事（音楽会等）・ＰＴＡ行事（各種委員会等）に関し

ましても状況を見ながら今後，関係機関との連携を図りながら検討してまいりた
いと思います。ご理解とご協力をよろしくお願いします。

◎ 休業中の子供のストレスケア
～臨時休業が続く中で私たちにできるとよいこと～

① 日常を維持する。
・いつもと同じ時間に起きる。
・規則正しく食事をとる。
・学校があるときと同じように勉強する。
・子供と一緒に体を動かす。

② 子供と一緒に考える。
・家でお留守番するときの約束について
・外で遊ぶときの約束について
・感染予防のための約束をする。
（手洗い，うがい，３つの密を避けるなど）

③ 子供の気持ちを聴く。
・どんな気持ちでも伝えてよいことを伝える。
・お絵かきしながら，お風呂に入りながらでも OK。【昇降口に掲示された詩】
・どんな気持ちであっても否定せず，受け止める。
・つらくても子供なりにがんばっていることを認め，褒める。

※「新型コロナウイルスに負けないために親子でできるストレスコーピング編」より抜粋

（国立研究開発法人国立成育医療研究センターこころの診療部）

◎ ことばの花束

ピンチはチャンス
今回の新型コロナウイルス感染拡大防止のための臨時休業になる前に，子供たちに

お話した１つは『ピンチはチャンス』ということです。これまでに成功した人の多く
は，ピンチをチャンスに変えた人たちです。ピンチの中にチャンスを見出す意思を持
てるかどうかで決まります。ピンチをチャンスに変える思考の癖がつけば，もう困難
にも挫けることはありません。そこにいるのは未来志向で希望を抱き続ける人です。
ピンチはチャンス ──。新型コロナに負けるな！


